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期，②乳児期，③1 歳代前半，④1 歳代後半，⑤2～3 歳代，⑥4 歳代，⑦5～6 歳代に分けられる。そして，生得的な社
会性，愛着の形成，一般的な認知発達，社会的情報処理の発達という 4 つの発達要素が重層的に重なり合って人間関係























2 内容  
(1) 先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わう。 
(2) 自分で考え，自分で行動する。  













(10) 友達との関わりを深め，思いやりをもつ。  
(11) 友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気
付き，守ろうとする。  
(12) 共同の遊具や用具を大切にし，皆で使う。  
(13) 高齢者をはじめ地域の人々などの自分の生活に
関係の深いいろいろな人に親しみをもつ。 
 また，平成 29 年版幼保連携型認定こども園教育・
保育要領(内閣府・文部科学省・厚生労働省,2017)お
よび保育所補保育指針(厚生労働省,2017)において
は，0 歳児で保育を行う上での 3 つの視点が提示さ
れた。そして 1～2 歳児では 3 歳以上児と同様の領
域「人間関係」のねらいが提示された。すなわち，
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表２ 保育所保育指針 乳児期の保育内容の視点 































 また表 3 に，1～2 歳児の領域「人間関係」のねら
いと内容を示す。 
表 3 保育所保育指針 1～2 歳児の「人間関係」 
のねらいと内容 
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を図 1 に示す。図 1 より，専念しない行動は 3 歳で
は見られなくなること，傍観者的行動は各年齢で少
しずつ見られることがわかる。また，一人遊びは年












































































































































































































撃・逸脱)を示しやすい。しかし Criss, Pettit, 

















































成 し た り す る 要 素 が 強 く 見 ら れ る 遊 び を
constructive play(構成的遊び)と呼ぶ。また感覚運
動的な練習遊びは，表象が介在せず身体機能のみを































能 的 遊 びと は 異 なる 遊 び とし て 分 類し た 。
Parten(1986)の遊び観察尺度を小林(1996)が整理
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